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た抗がん薬は、殺細胞性抗がん薬が 34 例、分子標的治療薬が 24 例、内分泌療法
薬が 15 例で、殺細胞性抗がん薬ではフッ化ピリミジン薬（15 例）と白金製剤（8
例）の使用頻度が高かった。投与方法に関しては、透析患者においても用量調整
が不要とされている 5-FU でも 3 例（33%）が透析症例であることを理由に減量投
与されていた。また、白金製剤については、減量の程度や透析のタイミングが施
設間で異なっていた。周術期補助化学療法を行った 30例の臨床経過については、




央値 14.1ヶ月(範囲 0.1-52.2ヶ月)の時点で 28例が死亡しており、そのうち 9例
は感染症や心不全などのがん以外による原因で死亡していた。また、抗がん薬に
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